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令和８年度小さな拠点・地域運営組織形成支援事業 

（地域づくり人材スキルアップ支援事業） 

 

集落支援・地域づくり実践研修会 実施要領 

１ 目 的 

人口減少・少子高齢化の進行により集落機能の維持が難しくなる中、地域における集落支援の取

組を推進するため、市町村職員、集落支援員、地域おこし協力隊員、その他集落活性化及び地域づ

くりに関わる者を対象に、集落支援の意義や政策との関連、支援者としての役割や立ち位置、地域

との関係づくり及び効果的な支援の進め方を学ぶための研修会を開催する。 

２ 名 称 

集落支援・地域づくり実践研修会 

３ 実施主体 

（１）主  催 福島県企画調整部地域振興課 

（２）講  師 田口 太郎 氏（徳島大学大学院教授） 

４ 日時・場所（想定） 

実施回 日時・場所 形式 対象 

第１回 
日時：令和８年７月３日（金） 

１３時３０分～１６時００分 
オンライン 

市町村職員 

集落支援員等 

第２回 
日時：令和８年７月１７日（金） 

１３時３０分～１６時２０分 
オンライン 集落支援員等 

第３回 

日時：令和８年８月２７日（木）１４時００分～１７時００分 

８月２８日（金） ９時００分～１７時００分 

場所：石川町共同福祉会館 

対面型 集落支援員等 

第４回 
日時：令和８年９月１８日（金） 

１３時３０分～１６時００分 
オンライン 集落支援員等 
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５ 内 容（想定） 

実施回 テーマ ねらい 主な内容 

第１回 
市町村職員等向け研修 

（オンライン） 

「人口回復施策か

ら自治力回復施策

へ」の政策的理解

の促進 

・福島県の集落対策の紹介 

・RMO（農村 RMO 含む）の考え方 

・「小規模集落が置かれている現状と対策の 

これから」 

第２回 
集落支援実践者向け研修

（オンライン） 

「集落支援」の方

向性の理解 

・集落支援員の動き方：信頼関係づくり、 

主体形成、自治醸成 

・地域づくりのフェーズと必要な支援 

・「先よみワークショップ」の紹介 

第３回 
集落支援実践者向け研修

（対面・合宿型） 

地域での実際の活

動方法を習得 

・事例紹介 

・開催地の集落対策の現状を参加者で見立てる 

・地域づくりコーディネート・ゲーム 

・白地図を用いた見立てマップ作成 

・取組方向、処方箋の検討 

第４回 
集落支援実践者向け研修

（オンライン） 

集落支援の指針と

ビジョニング 

・「ワガゴト化ツール」の紹介 

・ナレッジ共有の重要性 

・集落支援指針の言語化と他施策との連携 

・ネットワーク型自治と関係人口施策の展開 

 

６ 対象者・申込み方法 

（１）対象者 市町村職員、集落支援員、地域おこし協力隊員、その他集落活性化及び地域づくりに

関わる者 

（２）申込み インターネット（申込フォーム）により受け付ける 

       申込締切り：令和８年６月３０日（火） 

（３）その他 ・各回の対象者、実施方法及び内容を確認の上、申込みを受け付ける。 

       ・第３回研修は対面型で実施予定のため、移動、持参物等の詳細は別途案内する。 

なお、宿泊や移動に要する費用は参加者負担とする。 

       ・参加者には、必要に応じて事前課題又は持参物を依頼する。 

（2 次元コード） 
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７ 基本的な進行・運営 

（１）オンライン研修の基本構成 

   オンライン研修は毎回、「50 分講演 → 休憩 → 50 分講演 → 参加者の意見交換・質疑」を基本 

（２）アンケート 

   毎回アンケートを実施し、研修参加の感想に加え、次回に期待することや希望することを把握 

８ 各回タイムスケジュール（想定） 

区分 内容 時間 

オンライン回 

開会・趣旨説明（福島県地域振興課） 5 分程度 

講演①（田口先生） 50 分 

休憩 10 分程度 

講演②（田口先生） 50 分 

参加者の意見交換・質疑、アンケート案内 30 分程度 
   

第３回 対面型研修のため、詳細はプログラム確定後に別途作成する。 調整中 

 


